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問
　
補
正
予
算
を
計
上
す
る
に
至
っ
た
経
緯
と
、県
の
事
業

に
対
す
る
市
の
関
わ
り
方
は
。

答
　
事
業
者
か
ら
、県
の
協
力
機
関
で
あ
る
福
井
県
観
光
連

盟
に
相
談
が
あ
っ
た
後
、補
助
金
の
交
付
が
可
能
で
あ
る

こ
と
の
確
認
を
経
て
、県
お
よ
び
事
業
者
か
ら
市
に
知
ら

さ
れ
た
。今
後
は
県
と
の
連
携
を
密
に
し
、早
い
段
階
か

ら
市
が
事
業
に
関
与
で
き
る
よ
う
調
整
を
図
り
た
い
。

問
　
事
業
の
今
後
の
方
針
は
。

答
　
県
は
県
内
全
域
で
宿
泊
施
設
の
数
を
増
や
す
意
向
を
示

し
て
お
り
、事
業
は
来
年
度
も
継
続
さ
れ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

問
　
事
業
者
の
事
業
計
画
の
妥
当
性
は
。

くまなくチェック 委員会審査くまなくチェック 委員会審査

多様な宿泊施設整備
支援事業

２,000万円

歴史文化を
前面に打ち出した

宿泊施設オープンへ

　来訪の目的地となるため、県
の補助金を活用し、町屋を改修
しての宿泊施設の整備に補助
するもの

1212
月
補
正
予
算
の
審
査

月
補
正
予
算
の
審
査

　
12
月
定
例
会
で
は
、
観
光
資
源
を
生
か
し

た
宿
泊
施
設
整
備
に
か
か
る
費
用
や
、
障
が

い
児
が
通
う
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
事
業
所
に
対
す
る
補
助
金
な
ど
の
補

正
予
算
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
審
査
の
過
程
で
あ
っ
た
主
な
質
疑
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

■ 可決した 12 月補正予算

会計名 既決予算額 補正額 補正後予算額

一般会計 169億 2,181 万円 4 億 1,365 万円 173 億 3,546 万円

特別会計 69億 8,125 万円 4,592 万円 70 億 2,717 万円

企業会計 43億 4,718 万円 936 万円 43 億 5,654 万円

合計 282 億 5,024 万円 4 億 6,893 万円 287 億 1,917 万円

答
　
事
業
者
は
福
井
県
観
光
連
盟
の
専
門
家
の
助
言
を
受
け

て
計
画
を
立
て
て
お
り
、県
に
お
け
る
厳
正
な
る
審
査
を

踏
ま
え
て
採
択
さ
れ
た
。事
業
が
順
調
に
進
む
よ
う
、県

と
連
携
し
な
が
ら
積
極
的
に
事
業
者
を
支
援
し
た
い
。

　
委
員
会
で
の
採
決
の
前
に
、討
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

反
対
討
論

　
一
事
業
者
に
高
額
の
補
助
金
を
交
付
す
る
と
き
は
、費

用
対
効
果
を
一
層
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。本
市
が
旅
の
目

的
地
に
選
ば
れ
る
こ
と
に
事
業
は
真
に
寄
与
す
る
の
か
の

検
討
が
不
十
分
で
あ
る
。

賛
成
討
論

　
県
に
お
い
て
厳
正
な
る
審
査
を
経
て
採
択
さ
れ
た
事
業

で
あ
り
、市
と
し
て
予
算
付
け
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
。

宿泊施設の整備が予定されている小浜飛鳥の町並み
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くまなくチェック　委員会審査くまなくチェック　委員会審査

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
支
援
事
業

�

６
２
４
万
５
０
０
０
円

説 
明

　
児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
、障
が
い
児
が
通
う
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所
に
対
す
る
補
助
金
を

増
額
す
る
た
め
の
費
用
を
追
加
す
る
も
の
。

問
　
定
員
が
各
10
名
の
事
業
所
３
カ
所
の
う
ち
１
カ
所
が
昨

年
度
閉
鎖
さ
れ
、現
在
は
定
員
15
名
の
事
業
所
が
２
カ
所

と
な
っ
て
い
る
が
、利
用
者
に
と
っ
て
不
便
や
負
担
は
生

じ
て
い
な
い
か
。

答
　
事
業
所
が
２
カ
所
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
利
用
回
数
に

多
少
の
制
限
を
か
け
て
い
る
ほ
か
、他
の
サ
ー
ビ
ス
と
の

併
用
を
お
願
い
し
て
い
る
。料
金
は
、日
中
一
時
支
援
や

児
童
ク
ラ
ブ
を
併
用
す
る
人
の
経
済
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
に
、放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
上
限
額
を
超
え
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

問
　
事
業
所
運
営
の
見
通
し
は
。

答
　
定
員
10
名
の
事
業
所
が
３
カ
所
設
置
さ
れ
て
い
る
体
制

が
望
ま
し
く
、２
カ
所
で
運
営
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
は

難
し
い
と
認
識
し
て
い
る
が
、事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
事
業
所
の
管
理
者
に
経
験
年
数
な
ど
の
要
件
を
満
た
し

た
専
門
職
を
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
等
、さ
ま
ざ
ま

な
規
定
が
あ
る
。専
門
職
の
育
成
に
は
一
定
の
年
数
が
か

か
る
が
、本
市
で
の
事
業
所
の
開
設
に
向
け
、関
係
各
所

と
協
議
し
て
い
る
。

予
防
接
種
事
業�

１
２
０
４
万
９
０
０
０
円

説 

明

　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
見
込
み
件
数
の
増
加
に

伴
う
費
用
を
追
加
す
る
も
の
。

問
　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
機
会
を
逃
し
た
人
に
対

す
る
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
の
期
間
が
今
年
度
で
終
了
す

る
が
、接
種
し
て
い
な
い
人
へ
の
次
年
度
以
降
の
対
応
は
。

答
　
国
は
、接
種
希
望
者
に
で
き
る
限
り
の
接
種
機
会
を
提

供
す
る
た
め
、条
件
付
き
で
接
種
期
限
を
令
和
７
年
度
末

ま
で
延
長
す
る
方
針
を
決
定
し
た
。市
も
国
と
同
様
の
対

応
を
し
た
い
。

中
学
校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
整
備
事
業�

�

１
７
６
万
円

説 

明

　
全
国
学
力・学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
段
階
的
に
導
入

さ
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
た
試
験
方
式
へ
の
対
応

と
、学
校
の
快
適
な
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
を

図
る
た
め
、現
状
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
ア
セ
ス
メ

ン
ト
調
査
を
行
う
も
の
。

問
　
小
浜
中
学
校
を
調
査
の
対
象
校
と
し
た
理
由
は
。

答
　
本
調
査
で
は
大
規
模
校
１
校
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
結
果
を
他
校
に
も
応
用
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

現
時
点
で
は
小
浜
中
学
校
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、調
査

を
実
施
す
る
際
に
は
最
も
効
果
を
得
る
こ
と
の
で
き
る
学

校
を
改
め
て
選
定
し
た
上
で
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

小
学
校
管
理
諸
経
費�

２
２
５
万
６
０
０
０
円

中
学
校
管
理
諸
経
費�

１
０
２
万
４
０
０
０
円

説 

明

　
令
和
７
年
４
月
か
ら
在
籍
予
定
の
小・中
学
校
の
児
童・

生
徒
の
体
格
に
適
合
し
た
机
と
椅
子
の
補
充
に
要
す
る
費

用
等
を
追
加
す
る
も
の
。

問
　
机
と
椅
子
の
配
備
方
法
は
。

答
　
破
損
等
に
よ
り
廃
棄
す
る
数
と
次
年
度
に
必
要
と
な
る

数
を
各
学
校
に
確
認
し
、過
不
足
が
生
じ
た
場
合
に
は
学

校
間
で
調
整
す
る
が
、そ
れ
で
も
不
足
す
る
場
合
は
新
た

に
購
入
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

条
例
の
審
査

条
例
の
審
査

小
浜
市
部
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

説 

明

　
次
年
度
に
向
け
た
組
織
改
編
に
伴
い
、所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
。

問
　
事
務
分
掌
に
大
き
な
変
更
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
部

の
名
称
を
変
更
す
る
理
由
は
。
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答
　
市
が
直
面
す
る
課
題
は
そ
の
時
々
に
よ
っ
て
異
な
る

た
め
、そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の
組
織
編
成
や
人
員
配
置

を
毎
年
度
協
議
し
て
い
る
。「
企
画
部
」を「
経
営
企
画
部
」

と
し
、経
営
感
覚
を
持
っ
て
行
財
政
を
運
営
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
を
職
員
に
浸
透
さ
せ
る
。「
民
生
部
」を「
生
活

福
祉
部
」と
し
、生
活
や
福
祉
を
担
当
す
る
部
署
で
あ
る

こ
と
が
市
民
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
名
称
と
す
る
。「
産

業
部
」を「
経
済
産
業
部
」と
し
、「
経
済
」の
文
言
を
前
面

に
押
し
出
す
こ
と
に
よ
り
、民
間
企
業
と
の
連
携
の
強
化

を
進
め
た
い
と
の
市
長
の
意
思
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

指
定
管
理
者
に
係
る
審
査

指
定
管
理
者
に
係
る
審
査

御
食
国
若
狭
お
ば
ま
食
文
化
館「
健
康
く
つ
ろ

ぎ
広
場
」の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

説 

明

　
イ
ワ
シ
タ
物
産
株
式
会
社
を
指
定
管
理
者
に
指
定
す
る

も
の
。

問
　
指
定
期
間
を
現
行
の
５
年
で
は
な
く
10
年
と
し
た
理
由
は
。

答
　
市
の
指
針
で
は
、指
定
期
間
を
原
則
３
〜
５
年
と
す
る
が
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
継
続
性
、安
定
性
、長
期
契
約
に
よ
る
経

費
削
減
効
果
を
考
慮
し
て
判
断
す
る
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、

選
定
委
員
会
で
10
年
が
適
当
と
判
断
さ
れ
た
。そ
の
理
由

と
し
て
、事
業
者
が
長
期
的
な
経
営
プ
ラ
ン
を
立
て
る
こ

と
が
で
き
、５
年
で
は
判
断
が
難
し
い
も
の
に
対
し
て
思

い
切
っ
た
投
資
が
で
き
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

小
浜
市
ふ
る
さ
と
文
化
財
の
森
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

説 

明

　
一
般
社
団
法
人
中
名
田
を
指
定
管
理
者
に
指
定
す
る
も

の
。問

　
文
化
財
の
修
理
に
用
い
る
植
物
性
資
材
の
地
産
地
消
の

現
状
は
。

答
　
当
施
設
で
扱
っ
て
い
る
植
物
性
資
材
は
檜ひ
わ
だ皮
と
カ
ヤ
の

２
種
類
。今
年
度
実
施
し
て
い
る
萬
徳
寺
の
書
院
の
屋
根

の
ふ
き
替
え
に
は
、当
施
設
の
カ
ヤ
が
一
部
使
用
さ
れ
て

い
る
。一
般
社
団
法
人
中
名
田
で
は
、小
学
生
を
対
象
に
、

明
通
寺
で
行
わ
れ
た
檜
皮
の
採
取
作
業
や
若
狭
彦
神
社
本

殿
の
檜
皮
ぶ
き
屋
根
の
ふ
き
替
え
工
事
現
場
の
見
学
の
機

会
を
設
け
る
な
ど
、文
化
財
の
普
及
啓
発
活
動
を
実
施
し

て
い
る
。

陳
情
の
審
査

陳
情
の
審
査

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
関
す
る

陳
情
書

説 

明

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ

ク
チ
ン（
レ
プ
リ
コ
ン
ワ
ク
チ
ン
を
含
む
）接
種
事
業
の

中
止
、住
民
へ
の
予
防
接
種
健
康
被
害
救
済
認
定
数
の
周

知
徹
底
お
よ
び
住
民
へ
の
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
の
リ
ス
ク

の
周
知
徹
底
を
市
に
求
め
る
も
の
。

審
査
内
容

　
本
件
は
市
民
の
健
康
を
守
る
こ
と
と
直
結
し
て
お
り
、

生
命
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
た
め
慎
重
に
審
議
す
べ
き
と

の
観
点
か
ら
、継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

教
員
の
長
時
間
労
働
の
抜
本
的
改
善
を
求
め

る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情

説 

明

　
教
員
の
長
時
間
労
働
の
是
正
と
教
員
不
足
の
改
善
の
た

め
、業
務
量
に
見
合
っ
た
教
職
員
を
配
置
す
る
た
め
の
定

数
法
の
改
正
、教
職
調
整
額
制
度
の
廃
止
お
よ
び
時
間
外

手
当
の
支
給
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
よ
う
求

め
る
も
の
。

主
な
賛
成
意
見

　
さ
ま
ざ
ま
な
方
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、本
陳
情

の
願
意
に
賛
同
す
る
。

主
な
反
対
意
見

　
「
文
部
科
学
省
で
は
、教
職
調
整
額
の
引
き
上
げ
を
主

な
内
容
と
す
る
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員

の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
改
正
案
の
通
常
国
会

へ
の
提
出
を
検
討
す
る
な
ど
、教
員
を
取
り
巻
く
環
境
整

備
を
推
進
し
て
お
り
、意
見
書
の
提
出
は
時
期
尚
早
で
は

な
い
か
。」

　
「
教
員
の
成
り
手
不
足
や
膨
大
な
業
務
量
な
ど
の
課
題

解
決
な
く
し
て
、教
育
環
境
の
抜
本
的
な
改
善
に
は
つ
な

が
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。」

くまなくチェック　委員会審査くまなくチェック　委員会審査
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項目 件         名

予算

専決処分について承認を求めることについて（令和
６年度小浜市一般会計補正予算（第５号））
令和６年度小浜市国民健康保険事業特別会計補正予算

（第２号）
令和６年度小浜市介護保険事業特別会計補正予算（第３
号）

令和６年度小浜市水道事業会計補正予算（第２号）

令和６年度小浜市一般会計補正予算（第７号）

令和６年度小浜市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第３号）
令和６年度小浜市後期高齢者医療特別会計補正予算（第
２号）
令和６年度小浜市介護保険事業特別会計補正予算（第４
号）

令和６年度小浜市水道事業会計補正予算（第３号）

令和６年度小浜市下水道事業会計補正予算（第２号）

令和６年第５回定例会の採決結果令和６年第５回定例会の採決結果

賛成全員で可決、同意した議案等
項目 件         名

条例

小浜市一般職の職員の給与に関する条例等の一部改
正について
小浜市特別職の職員の給与および費用弁償に関する
条例の一部改正について
小浜市一般職の職員の給与に関する条例および小浜
市会計年度任用職員の給与および費用弁償に関する
条例の一部改正について
小浜市部設置条例の一部改正について

市会案 小浜市議会議員の議員報酬および費用弁償等に関する
条例の一部改正について

その他

御食国若狭おばま食文化館「健康くつろぎ広場」の 
指定管理者の指定について
小浜市総合福祉センターおよび小浜市デイサービス
センターの指定管理者の指定について
小浜市ふるさと文化財の森センターの指定管理者の
指定について
小浜市道路線の変更および認定について

項目 件　　名

採 

決 

結 

果

浦
谷
梨
華
子

佐
野　
達
也

上
野　
　
一

世
戸　
玉
枝

武
長
由
里
子

東
野　
浩
和

川
代　
雅
和

岡　
　
泰
宏

竹
本　
雅
之

牧
岡　
輝
雄

藤
田　
靖
人

池
田　
英
之

小
澤　
長
純

今
井　
伸
治

下
中　
雅
之

富
永　
芳
夫

池
尾　
正
彦

賛　
成

反　
対

予算 令和６年度小浜市一般会計補正予算
（第６号） 多 ○ ○ ○ × 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 15 1

陳情 教 員 の 長 時 間 労 働 の 抜 本 的 改 善 を 
求める意見書提出に関する陳情 否 × × × 〇 × × × ○ × × × × × × × ○ 3 13

多＝賛成多数（可決）  否＝賛成少数（不採択）
○＝賛成　×＝反対

※藤田靖人議員は議長のため、採決には加わっていません

賛否が分かれた議案等

30 29 26 25 24 22 21 20 19 18 17 16 12 11 8 7 5 ◆
10
月

（
水
）

（
火
）

（
土
）

（
金
）

（
木
）

（
火
）

（
月
）

（
日
）

（
土
）

（
金
）

（
木
）

（
水
）

（
土
）

（
金
）

（
火
）

（
月
）

（
土
）

議
会
運
営
委
員
会
、
行
政
視
察
受
け
入
れ
（
愛
知
県

大
府
市
）

福
井
県
市
町
議
会
議
員
合
同
研
修
会
（
福
井
市
）

「
御
食
国
若
狭
お
ば
ま
」
杯
親
善
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
開
会
式
・
交
流
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

産
業
教
育
常
任
委
員
会
、
小
浜
市
・
若
狭
町
・
高
島

市
総
合
振
興
協
議
会
正
副
会
長
会
議

小
浜
市
男
女
共
同
参
画
講
演
会

嶺
南
広
域
行
政
組
合
行
政
視
察
（
福
岡
県
添
田
町
・

大
分
県
豊
後
高
田
市
）
〜
23
日

議
会
運
営
委
員
会

全
国
育
樹
祭
式
典
（
越
前
市
）

全
国
育
樹
祭
懇
談
会
（
福
井
市
）、
川
越
ま
つ
り
（
埼

玉
県
川
越
市
）
〜
20
日

議
会
報
告
会
連
絡
会
、
若
狭
消
防
組
合
議
会
定
例
会

行
政
視
察
受
け
入
れ
（
千
葉
県
東
金
市
）

福
井
県
原
子
力
発
電
所
準
立
地
市
町
連
絡
協
議
会
に

よ
る
中
央
要
請
（
東
京
都
内
）

小
浜
市
議
会
災
害
対
策
連
絡
会
議
、
福
井
県
総
合
防

災
訓
練

福
井
県
原
子
力
環
境
安
全
管
理
協
議
会
（
敦
賀
市
）

全
員
協
議
会
、
広
報
推
進
特
別
委
員
会

行
政
視
察
受
け
入
れ
（
千
葉
県
印
西
市
）、
小
浜
市
表

彰
選
考
委
員
会

社
会
福
祉
法
人
若
狭
つ
く
し
会
法
人
設
立
30
周
年
記

念
式
典

♦♦  

議
会
活
動
日
誌

議
会
活
動
日
誌  

♦♦
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24 22 21 20 19 18 16 14 13 11 9 8 7 6 5 3 2 ◆
11
月

（
日
）

（
金
）

（
木
）

（
水
）

（
火
）

（
月
）

（
土
）

（
木
）

（
水
）

（
月
）

（
土
）

（
金
）

（
木
）

（
水
）

（
火
）

（
日
）

（
土
）

文
化
祭
秋
季
書
道
展
表
彰
式

全
員
協
議
会
、株
式
会
社
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
若
狭
小
浜

役
員
会
、議
会
報
告
会（
西
津
、国
富
、松
永
、遠
敷
）

議
会
運
営
委
員
会
、行
政
視
察
受
け
入
れ（
山
形
県
鶴
岡

市
）、福
井
県
市
議
会
議
長
会
に
よ
る
中
央
要
望（
東
京
都

内
）、嶺
南
広
域
行
政
組
合
議
会
代
表
者
会
議（
お
お
い

町
）、議
会
報
告
会（
内
外
海
、今
富
、口
名
田
、中
名
田
）

嶺
南
市
町
議
長
会
に
よ
る
県
要
望（
福
井
市
）

福
井
県
市
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会（
福
井
市
）

議
会
運
営
委
員
会

小
浜
市
戦
没
者
追
悼
式
、高
速
交
通
体
系
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

北
陸
新
幹
線
建
設
促
進
総
決
起
大
会（
東
京
都
内
）、北

陸
新
幹
線
早
期
全
線
開
業
を
求
め
る
中
央
要
望（
東
京

都
内
）〜
15
日

総
務
民
生
常
任
委
員
会
管
外
視
察（
鳥
取
県
鳥
取
市
、

兵
庫
県
朝
来
市
）〜
14
日

行
政
視
察
受
け
入
れ（
山
形
県
米
沢
市
）、小
浜
市・若

狭
町・高
島
市
総
合
振
興
協
議
会
に
よ
る
福
井
県
、滋

賀
県
要
望
活
動（
市
内
、滋
賀
県
大
津
市
）、公
立
小
浜

病
院
組
合
議
会
運
営
会
議

小
浜
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い
、小
浜
市
総
合
文
化
祭

短
歌
大
会
お
よ
び
表
彰
式

行
政
視
察
受
け
入
れ（
日
本
遺
産「
銀
の
馬
車
道
鉱
石

の
道
」議
員
連
盟
）

地
方
行
財
政・金
融
講
演
会（
福
井
市
）、議
会
報
告
会

（
小
浜
、雲
浜
、宮
川
、加
斗
）

行
政
視
察
受
け
入
れ（
茨
城
県
那
珂
市
）

全
員
協
議
会

小
浜
市
表
彰
式

若
狭
町
制
20
周
年
記
念
式
典（
若
狭
町
）

　｢開かれた議会｣を目指して、
市内12会場で3日間にわたり
議会報告会を開催しました。議
会定例会とひとり暮らし高齢者
の社会的孤立を防止する取組
みについての報告を行い、そ
の後の意見交換では、皆さまか
ら貴重なご意見を数多く頂き
ました。
　１２会場で合計２２２名の市民
の皆さまにご参加いただきま
した。たくさんのご参加、あり
がとうございました。

議会報告会とは・・・

遠敷地区での報告会の様子（11 月 22 日）

♦♦  

議
会
活
動
日
誌

議
会
活
動
日
誌  

♦♦

議会報告会

を開催しました
　小浜市議会基本条例に基づき開催するも
のです。議会の説明責任を果たすととも
に、市民の皆さまからのご意見を議会に反
映することとしています。頂いたご意見を
整理し、必要に応じて議員による政策討論
会を経て、政策立案や執行機関への提言に
つなげてまいります。また、その他のご意
見については執行機関に回答を求め、議会
報告会報告書に取りまとめます。
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26 25 24 23 20 19 18 16 14 13 12 10 9 6 4 3 2 ◆
12
月

29 28 27 25
（
木
）

（
水
）

（
火
）

（
月
）

（
金
）

（
木
）

（
水
）

（
月
）

（
土
）

（
金
）

（
木
）

（
火
）

（
月
）

（
金
）

（
水
）

（
火
）

（
月
）

（
金
）

（
木
）

（
水
）

（
月
）

広
報
推
進
特
別
委
員
会
、公
立
小
浜
病
院
組
合
議
会

若
狭
消
防
組
合
議
会
臨
時
会

嶺
南
広
域
行
政
組
合
議
会
定
例
会
（
敦
賀
市
）

若
狭
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
定
例
会
（
若
狭
町
）

若
狭
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
代
表
者
会
議
（
若
狭
町
）

令
和
６
年
第
５
回
小
浜
市
議
会
定
例
会
、議
会
運
営
委

員
会
、北
陸
新
幹
線
早
期
全
線
開
業
特
別
委
員
会
、全

員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

「
杉
田
玄
白
賞
」
表
彰
式
・
記
念
講
演
会
お
よ
び
杉
田

玄
白
・
中
川
淳
庵
先
生
顕
彰
祭

令
和
６
年
第
５
回
小
浜
市
議
会
定
例
会
、
総
務
民
生

常
任
委
員
会
、
全
員
協
議
会

令
和
６
年
第
５
回
小
浜
市
議
会
定
例
会
、
議
会
運
営

委
員
会
、
各
派
代
表
者
会

原
子
力
発
電
小
浜
市
環
境
安
全
対
策
協
議
会
、
議
会

報
告
会
連
絡
会

議
会
運
営
委
員
会
、
総
務
民
生
常
任
委
員
会

小
浜
市
防
犯
隊
年
末
警
戒
出
動
式

議
会
運
営
委
員
会
、
総
務
民
生
常
任
委
員
会
・
分
科
会

産
業
教
育
常
任
委
員
会
・
分
科
会

公
立
小
浜
病
院
組
合
議
会
常
任
委
員
会

商
工
優
良
従
業
員
表
彰
式

令
和
６
年
第
５
回
小
浜
市
議
会
定
例
会
、予
算
決
算
常

任
委
員
会
、広
報
推
進
特
別
委
員
会

行
政
視
察
受
け
入
れ（
長
野
県
高
森
町
）、綾
部・小
浜・

敦
賀
間
国
道
編
入
な
ら
び
に
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

総
会
、国
道
１
６
２
号・小
浜
南
丹
間
道
路
整
備
促
進

期
成
同
盟
会
総
会

産
業
教
育
常
任
委
員
会
、公
立
小
浜
病
院
組
合
議
会

議会報告会 を開催しました

皆さまの声を 議会活動に反映します！
参加者アンケートで皆さまから頂いたご意見の一部を紹介します。

ご意見は、今後の議会活動に役立ててまいります。

ひとり暮らし高齢者の社会的孤立をひとり暮らし高齢者の社会的孤立を
防止する取組みに関する報告に対す防止する取組みに関する報告に対す
るご意見るご意見

　報告書が完成しましたら、
各地区コミュニティセンター
に届けるとともに、議会の
ホームページに掲載します
ので、ご覧ください。

●�取組みの担い手は民生委員や区長、各区老人クラブや保健推
進員等になりがちで、その結果民生委員などの成り手不足と
なる、というジレンマのようなものは多くの方が感じていると
思う。成り手不足について市民が考える機会が増えてほしい。

●�成り手探しに苦労する中、デジタルの活用も重要である（遠隔
で見守りをするなど）。

●�住民サービスとしての高齢者見守りに人件費をもっと充てる
べきではないか。ネットやデジタル機器の利用が難しい方に対
しては、設備の購入などへ助成や訪問説明など、ヒト・モノ・カ
ネをかけるべきではないか。

●�各ふれあいサロンへの助成があると良い。準備等に時間がか
かり、チラシ作成などに費用がかかる。

●�高齢者の外出意欲を高め閉じこもりを防止することが大事な
ので、地域公共交通の在り方の検討をお願いしたい。

●�閉じこもりがちな高齢者に、ふれあいサロンなどの交流の場
へ出向いてもらうにはどうすればよいか、早期介入が大事だと
思う。災害時の共助に関しても、普段から顔見知りならスムー
ズかと思う。

その他のご意見その他のご意見
●�大変内容の濃い報告会だった。
●�区長ばかりの参加だったのが残念。もっと

若い方が興味を持って自分から進んで参
加できるような会にしてほしい。

●�財政が厳しい中、細かく審議していること
が分かった。

●�論点を絞って発言する、１人の話す時間を
制限する等の工夫があると良い。

※�ご意見は、一部要約させていただいています
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北陸新幹線敦賀開業後の市内の観光北陸新幹線敦賀開業後の市内の観光

立地並み同意権を／福祉暖房／ふるさと納税立地並み同意権を／福祉暖房／ふるさと納税

市政を問う !一般質問市政を問う !一般質問
令和6年第5回（12月）小浜市議会定例会 

※�一般質問の原稿は発言議員が自ら作成しています。�
二次元コードを読み取ると、一般質問の様子を動画でご覧いただけます。

佐
さ

野
の

　達
た つ

也
や

世
せ

戸
と

　玉
た ま

枝
え

問�　
北
陸
新
幹
線
敦
賀
開
業
後
８
カ
月
た
っ
た
市
内
の

観
光
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答�　
主
要
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
お
け
る
令
和
6
年
３
月
か

ら
10
月
ま
で
の
入
り
込
み
状
況
に
つ
い
て
は
、蘇
洞
門

め
ぐ
り
が
約
13
％
の
増
、北
陸
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
ス
タ
ー
ト
し
た
10
月
に
つ
い
て
は
、

前
年
同
月
比
で
約
70
％
の
増
と
な
っ
た
ほ
か
、食
文
化

館
は
約
20
％
の
増
と
な
っ
た
。ま
た
、小
浜
市
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
観
光
客
は
前
年
比

で
約
37
％
増
と
な
っ
て
お
り
、外
国
人
観
光
客
も
約

50
％
増
加
し
て
い
る
。さ
ら
に
、観
光
貸
切
タ
ク
シ
ー

に
つ
い
て
も
前
年
比
で
約
37
％
増
加
し
て
い
る
。

問�　
今
後
ど
の
よ
う
な
取
組
み
に
よ
り
誘
客
を
図
る
の

か
伺
う
。　

答�　
旅
の
目
的
地
化
と
客
層
の
拡
大
の
取
組
み
、食
や

神
社
仏
閣
な
ど
の
素
材
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
魅
力

度
ア
ッ
プ
、そ
し
て
様
々
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
組

み
合
わ
せ
た
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
構
築
や
、小
浜
西
組

の
面
的
な
開
発
に
よ
る
エ
リ
ア
全
体
の
高
付
加
価
値

化
の
取
組
み
を
進
め
る
。ま
た
、客
層
拡
大
の
た
め

の
取
組
み
と
し
て
は
、若
い
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
た
写
真
ス
ポ
ッ
ト
の
充
実
や
小
浜
な
ら
で
は
の
お

い
し
い
食
を
誘
客
素
材
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。　

　
北
陸
新
幹
線
で
来
や
す
く
な
っ
た
北
関
東・甲
信

越
エ
リ
ア
か
ら
の
誘
客
促
進
に
努
め
る
情
報
発
信
で

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
配
信
な
ど
を
有
効
活
用
し
な
が
ら

若
い
世
代
に
も
響
く
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
き
、さ
ら
に
は
今
後
も
Ｊ
Ｒ
や
大
手
旅
行

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
展
開
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
連

携
を
継
続
す
る
。　

問�　
原
発
に
対
す
る
立
地
並
み
安
全
協
定
が
必
要
と
言

わ
れ
る
が
、具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
の

か
。

答�　
小
浜
市・若
狭
町・越
前
町・南
越
前
町
で
構
成
し

て
い
る
福
井
県
原
子
力
発
電
所
準
立
地
市
町
連
絡
協

議
会
を
通
じ
、立
地
並
み
の
安
全
協
定
の
見
直
し
を

行
う
よ
う
国・県・事
業
者
に
粘
り
強
く
要
望
す
る
。

問�　
小
浜
市
は
、過
去
、福
祉
灯
油
助
成
事
業
を
実
施

し
て
い
る
が
、そ
の
時
期
を
伺
う
。

答�　
平
成
19
年
度
に
実
施
し
た
。

問�　
そ
の
と
き
と
現
在
の
灯
油
代
、�

消
費
税
率
、生
活
保
護
の
冬
季
加

算
を
伺
う
。

答�　
（
下
の
表
の
と
お
り
答
弁
）

問�　
こ
の
比
較
を
見
る
と
今
年
福

祉
暖
房
を
実
施
し
て
も
い
い
の

で
は
。

答�　

国
か
ら
経
済
対
策
の
要
綱
が

示
さ
れ
次
第
検
討
す
る
。

問�　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、返
礼
品
競
争
に
陥
っ
て
い
る

と
批
判
も
。制
度
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
聞
く
。

答�　
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
、全
国
に
発
信
す
る
機

会
で
あ
り
、そ
の
成
果
を
地
域
に
還
元
す
る
仕
組
み

と
考
え
る
。

問�　
地
場
産
業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、市
は
、

事
業
者
と
連
携
、協
働
を
ど
の
よ
う
に
強
め
る
の
か
。

答�　
市・事
業
者・中
間
業
務
事
業
者
の
３
者
が
連
携

し
、そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
、地
域
ブ
ラ
ン
ド

の
確
立
と
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て
協
働
し
て
い
き

た
い
。

氏　名 質　問　項　目

佐野 達也 1．�新幹線敦賀開業８カ月後の市内観光
について

世戸 玉枝
1．原発に対する立地並み同意権について
2．福祉灯油について
3．ふるさと納税について

上野 一 1．保育士の人材確保について
2．地域社会のための獣害対策について

武長 由里子 1．学校教育施設の修繕について
2．市内のWi-Fi環境の整備について

池田 英之 1．�市長重点施策と令和７年度当初予算編成
2．防犯カメラの設置推進について

氏　名 質　問　項　目

川代 雅和 1．有害鳥獣の被害対策について
2．公共施設の整備計画について

浦谷 梨華子

1．親子連れ投票について
2．�ペットとの同行避難について
3．�３歳未満児への保育の受け皿整備に
ついて

今井 伸治 1．災害時対応について
2．市長の政策について

平成19年度 令和6年度
灯油代 93.3円 119.7円
消費税率 5％ 10％
冬季加算 7,230円 6,790円
灯油代は1ℓ当たり。冬季加算は65歳
〜69歳の単身者の場合の金額
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一般質問一般質問
保育士の人材確保 !!保育士の人材確保 !!

学校施設の修繕とWi-Fi 環境の整備を !!学校施設の修繕とWi-Fi 環境の整備を !!

安全・安心のために防犯カメラの設置を！安全・安心のために防犯カメラの設置を！

上
う え

野
の

　一
はじめ

武
た け

長
な が

 由
ゆ

里
り

子
こ

池
い け

田
だ

　英
ひ で

之
ゆ き

問　
保
育
士
不
足
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答�　
保
育
士
の
配
置
に
つ
い
て
は
、基
準
を
満
た
し
て

い
る
。気
が
か
り
な
子
ど
も
な
ど
支
援
が
必
要
な
子

ど
も
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
も
、国
の

基
準
を
超
え
て
配
置
し
て
い
る
。保
育
料
の
第
２
子

無
償
化
な
ど
に
よ
り
全
国
的
に
低
年
齢
児
の
保
育
を

希
望
す
る
保
護
者
が
増
え
て
き
て
い
る
。本
市
に
お

い
て
も
特
に
０
歳
児
の
入
園
児
数
が
上
昇
傾
向
に
あ

る
。国
の
配
置
基
準
の
見
直
し
が
示
さ
れ
る
こ
と
な

ど
も
あ
り
今
後
の
保
育
士
の
需
要
が
こ
れ
ま
で
以
上

に
高
ま
る
と
予
想
さ
れ
、安
定
的
に
保
育
士
を
確
保

す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

問�　
保
育
士
確
保
に
向
け
て
の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答�　
1
点
目
は
保
育
士
資
格
を
希
望
す
る
職
員
に
対
す

る
情
報
提
供
や
受
験
料
な
ど
に
対
す
る
経
済
的
サ

ポ
ー
ト
、2
点
目
は
県
の
補
助
事
業
を
活
用
し
子
育

て
中
の
保
育
士
が
気
兼
ね
な
く
休
暇
を
取
る
こ
と
が

で
き
る
体
制
の
確
保
や
、保
育
士
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア

に
取
り
組
ん
だ
私
立
園
に
対
し
て
の
補
助
、3
点
目

は
、市
内
の
私
立
園
で
３
年
以
上
継
続
し
て
就
労
す

る
予
定
で
、県
外
か
ら
転
入
し
て
く
る
保
育
士
に
対

し
、1
人
に
つ
き
30
万
円
の
奨
励
金
を
支
給
し
て
い

る
。

問　
「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」に
つ
い
て
伺
う
。

答�　
令
和
８
年
度
か
ら
全
国
全
て
の
自
治
体
で
そ
れ
ぞ

れ
１
施
設
以
上
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、

現
在
は
幾
つ
か
の
自
治
体
で
試
行
的
事
業
を
実
施
し

て
い
る
段
階
で
あ
る
。本
市
と
し
て
も
制
度
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
つ
つ
、国
か
ら
の
情
報
を
注
視
し
な
が
ら
、

県
内
各
市
町
の
動
き
も
踏
ま
え
取
り
組
ん
で
い
く
。

問�　
小
中
学
校
内
の
設
備
等
の
修
繕
予
算
付
け
の
考
え

方
に
つ
い
て
伺
う
。

答�　
軽
微
な
も
の
は
、毎
年
各
小
中
学
校
に
配
当
す
る

予
算
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
対
応
し
、老
朽

化
等
に
よ
る
安
全
性
や
機
能
性
の
確
保
が
必
要
な
修

繕
は
、市
が
優
先
順
位
を
定
め
て
予
算
化
し
計
画
的

に
実
施
し
て
い
る
。

問�　
修
繕
箇
所
の
優
先
順
位
に
つ
い
て
伺
う
。

答�　
学
校
施
設
等
の
修
繕
は
、施
設
の
状
況
や
児
童・

生
徒
の
安
全
性
、教
育
活
動
へ
の
影
響
な
ど
の
観
点

に
よ
り
、緊
急
性
が
高
い
と
判
断
し
た
も
の
か
ら
順

次
取
り
組
ん
で
い
る
。小
中
学
校
全
体
で
の
優
先
順

位
を
総
合
的
に
判
断
し
、修
繕
を
行
っ
て
い
る
。

問�　
特
に
修
繕
金
額
の
大
き
い
場
合
の
予
算
付
け
に
つ

い
て
伺
う
。

答�　
庁
内
で
協
議・調
整
を
行
い
、費
用
が
高
額
と
な

る
修
繕
は
、施
設
や
設
備
の
必
要
性
や
緊
急
性
、重

要
性
な
ど
を
判
断
し
、振
興
実
施
計
画
に
位
置
付
け
、

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

問�　
学
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
W
i
－
F
i
環
境
等
）

環
境
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

答�　
本
市
で
は
、児
童・生
徒
が
一
斉
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
使
用
し
た
場
合
つ
な
が
り
に
く
く
な
る
と
い
っ

た
状
況
が
見
ら
れ
る
。こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、文
部

科
学
省
が
新
た
に
創
設
し
た
、学
校
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
分
析・診
断
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
に
取
り
組

む
た
め
の
補
助
事
業
を
活
用
し
た
調
査
に
係
る
予
算

を
今
期
定
例
会
に
提
案
し
て
お
り
、安
定
し
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
環
境
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問�　
令
和
7
年
度
歳
入
に
お
け
る
年
収
１
０
３
万
円
の

壁
見
直
し
の
影
響
に
つ
い
て
。

答�　
市
税
が
５
億
円
程
度
減
収
す
る
と
見
込
ま
れ
、国

か
ら
の
補
て
ん
が
な
け
れ
ば
予
算
が
組
め
ず
大
き
な

影
響
が
あ
る
。

問�　
「
稼
ぐ
、活
か
す
、育
む
」の
重
点
施
策
を
ど
う
予

算
編
成
に
盛
り
込
ん
で
い
く
か
。

答�　
職
員
一
人
ひ
と
り
が「
み
ん
な
が
潤
う
新
し
い
小

浜
」の
実
現
に
向
け
た
予
算
を
編
成
し
て
い
く
。

問��　
市
長
と
の
対
話
集
会
に
お
け
る
意
見
を
予
算
編
成

へ
ど
う
反
映
し
て
い
く
か
。

答�　
政
策
の
質
を
上
げ
る
こ
と
や
市
民
の
皆
様
の
満
足

度
に
応
え
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
判
断
す
る
材
料

に
す
る
。

問�　
職
員
一
人
一
人
が
改
革
意
識
を
持
ち
、果
敢
に
挑

戦
す
る
姿
勢
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
か
。

答�　
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
や
思
い
切
っ
た
事
業
の
見
直

し
を
行
う
こ
と
と
未
来
志
向
の
政
策
を
作
り
上
げ
る

こ
と
を
念
頭
に
取
り
組
む
。

問�　
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
県
補
助
事
業
の
内
容
は
。

答�「
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
補
助
金
」が
該

当
。補
助
上
限
額
は
、カ
メ
ラ
1
台
に
つ
き
５
万
円

か
つ
一
つ
の
小
学
校
区
に
つ
き
50
万
円
で
あ
る
。

問　
県
補
助
事
業
の
県
内
市
町
の
活
用
状
況
は
。

答�　
本
市
と
池
田
町
を
除
く
全
て
の
市
町
に
お
い
て
実

施
さ
れ
て
い
る
。

問　
今
後
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
市
の
考
え
は
。

答�　
安
全
な
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
、区
等
か
ら
要

望
が
あ
れ
ば
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
費
用
を
支
援
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。
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公共施設の整備について公共施設の整備について

人とペットにやさしいまちづくりを人とペットにやさしいまちづくりを

北陸新幹線に対する市長の思い北陸新幹線に対する市長の思い

川
か わ

代
し ろ

　雅
ま さ

和
か ず

浦
う ら

谷
た に

 梨
り か こ

華子

今
い ま

井
い

　伸
し ん

治
じ

問�　
市
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
複
合
的
文
化
施
設
建
設
に

関
す
る
要
望
書
の
内
容
は
。

答 　
令
和
６
年
３
月
と
９
月
に
、「
文
化
の
ま
ち
小
浜

に
新
複
合
的
文
化
施
設
の
建
設
を
求
め
る
会
」か
ら

延
べ
約
１
万
２
千
名
の
署
名
と
要
望
書
が
市
長
に
提

出
さ
れ
た
。要
望
内
容
は
、さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動

と
人
々
が
集
ま
る
機
会
を
設
け
、出
会
い
、連
携
な

ど
、相
互
の
活
性
化
に
よ
り
ま
ち
の
活
力
や
に
ぎ
わ

い
を
創
り
出
す「
文
化
ビ
オ
ト
ー
プ
構
想
」を
メ
イ

ン
に
揚
げ
、老
朽
化
や
点
在
し
て
い
る
公
共
施
設
を

集
約
・
再
編
し
、文
化
、教
育
、子
育
て
、防
災
な
ど

多
面
的
な
機
能
を
持
っ
た
新
複
合
的
文
化
施
設
と
す

る
こ
と
、ま
た
、施
設
の
建
設
に
当
た
っ
て
は
、市
民

ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
た
ハ
ー
ド
や
ソ
フ
ト
両
面
で
の
機

能
を
持
た
せ
る
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
市
民
の

意
見
を
取
り
入
れ
、計
画
段
階
か
ら
官
民
協
創
で
取

り
組
ん
で
い
く
た
め
の
会
議
体
の
設
置
を
求
め
る
も

の
で
あ
っ
た
。

問　
複
合
的
文
化
施
設
の
建
設
に
向
け
た
考
え
は
。

答 　
文
化
会
館
は
、建
設
か
ら
既
に
53
年
が
経
過
し
、耐

震
化
や
長
寿
命
化
の
必
要
性
が
高
ま
る
一
方
で
、近
い

将
来
に
は
、施
設
の
建
て
替
え
の
検
討
も
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。新
た
な
公
共
的
施
設
は
、文
化
的
機

能
だ
け
で
な
く
複
数
の
機
能
を
集
約
し
て
、複
合
化
、

多
機
能
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、利
便
性
を
高
め
、多
様

な
人
々
の
交
流
促
進
を
図
る
こ
と
は
重
要
と
考
え
て
い

る
。公
共
的
施
設
を
整
備
す
る
際
に
は
、財
源
の
確
保

を
は
じ
め
、市
民
の
理
解
や
関
係
者
と
の
協
議
の
ほ
か
、

測
量
設
計
業
務
や
建
設
工
事
な
ど
に
一
定
の
期
間
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、今
後
、慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問�　
災
害
発
生
時
、ペ
ッ
ト
同
行
避
難
者
を
受
け
入
れ

ら
れ
る
避
難
所
が
あ
る
の
か
、市
の
現
状
を
伺
う
。

答 　
本
市
に
は
、指
定
避
難
所
が
34
施
設
あ
る
が
、ペ
ッ

ト
同
行
避
難
者
専
用
の
避
難
所
は
な
く
、「
小
浜
市
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」で
は
、ペ
ッ
ト
同
行
避
難
者

が
指
定
避
難
所
へ
避
難
さ
れ
た
際
は
、動
物
が
苦
手
な

人
、ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
る
人
等
へ
の
配
慮
の
観

点
か
ら
、原
則
、ペ
ッ
ト
を
屋
内
へ
連
れ
込
む
こ
と
を

お
断
り
し
、屋
外
の
屋
根
の
あ
る
ス
ペ
ー
ス
で
飼
育
し

て
い
た
だ
く
と
し
て
い
る
。

問�　
市
の
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答 　
環
境
省
の「
人
と
ペ
ッ
ト
の
災
害
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」は
、自
治
体
が
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
、独
自
の

災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
動
物
救
護
の
体
制
を
検
討

す
る
際
の
参
考
と
な
る
よ
う
作
成
さ
れ
て
い
る
。

　

 　
ひ
と
た
び
災
害
が
発
生
す
れ
ば
、被
災
者
の
中
に

は
ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
も
含
ま
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、

「
ペ
ッ
ト
は
家
族
の
一
員
」と
い
う
意
識
の
も
と
、同
行

避
難
が
想
定
さ
れ
る
。

　

 　
本
市
に
お
い
て
も
、本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
を
参
考
と
し
、ペ
ッ

ト
等
の
受
け
入
れ
体
制
を

関
係
機
関
や
関
係
団
体
等

と
連
携
し
、今
後
検
討
し

て
い
く
と
と
も
に
、体
制

が
整
備
さ
れ
れ
ば
、ペ
ッ

ト
同
行
避
難
者
を
想
定
し

た
避
難
訓
練
の
実
施
等
も

考
え
て
い
き
た
い
。

問　
北
陸
新
幹
線
に
対
す
る
市
長
の
思
い
を
問
う
。

答 　
北
陸
新
幹
線
は
、日
本
海
国
土
軸
の
形
成
に
寄
与

し
、首
都
圏
一
極
集
中
の
是
正
と
国
土
の
均
衡
あ
る
発

展
に
資
す
る
と
と
も
に
、大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
東

海
道
新
幹
線
の
代
替
機
能
を
果
た
す
な
ど
、国
土
強

靭
化
を
図
る
上
で
極
め
て
重
要
な
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
る
。

　

 　
こ
れ
ま
で
市
議
会
を
は
じ
め
市
民
の
皆
さ
ま
が
半

世
紀
に
わ
た
り
懸
命
に
活
動
を
行
っ
て
き
た
歴
史
を

踏
ま
え
、あ
と
一
歩
に
迫
っ
た
年
内
の
詳
細
な
駅
位

置
・
ル
ー
ト
の
公
表
お
よ
び
早
期
の
認
可
・
着
工
に
向

け
て
、市
議
会
や
県
、関
係
者
の
皆
さ
ま
と
し
っ
か
り

連
携
し
て
、国
等
へ
の
働
き
掛
け
を
さ
ら
に
強
め
、一

日
も
早
い
早
期
全
線
開
業
に
全
力
で
取
り
組
む
。

　

 　
認
可
・
着
工
に
向
け
て
施
工
上
の
課
題
を
解
決
す

る
な
ど
諸
条
件
を
整
え
る
た
め
、市
と
し
て
も
県
や
鉄

道
・
運
輸
機
構
と
緊
密
に
連
携
し
、事
業
の
円
滑
な
推

進
が
図
れ
る
よ
う
最
大
限
に
協
力
し
て
い
く
。

問�　
北
陸
新
幹
線
に
関
し
て
、嶺
南
市
町
の
首
長
と
ど

の
よ
う
に
認
識
を
共
有
す
る
の
か
。ま
た
建
設
を
促

進
す
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
を
問
う
。

答 　
一
日
も
早
い
全
線
開
業
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
は
、

嶺
南
地
域
の
各
市
町
と
の
強
固
な
連
携
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。

　

 　
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
嶺
南
６
市
町
の
首
長
と

の
信
頼
関
係
を
さ
ら
に
強
固
な
も
の
と
し
て
、北
陸
新

幹
線
の
一
日
も
早
い
全
線
開
業
に
向
け
て
、私
が
先
頭

に
立
ち
取
り
組
ん
で
い
く
。
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編
集
後
記

　
新
春
を
こ
と
ほ
ぎ
謹
ん
で
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。旧
年
は
、国
内
外
に
お
い
て
重
要
な
選
挙

が
多
数
行
わ
れ
る
一
方
で
、地
震
や
災
害
に
見

舞
わ
れ
た
年
で
し
た
。令
和
７
年
が
、市
民
の
皆

さ
ま
に
と
っ
て
良
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
ど
も
広
報
推
進
特
別
委
員
会
で
は
、本
紙

面
を
通
し
て
議
会
で
の
議
論
や
審
議
内
容
を
分

か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
た
め
、日
々
努
力
を

重
ね
て
お
り
ま
す
。お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、ぜ
ひ
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広
報
推
進
特
別
委
員
会　
委
員　
武
長
由
里
子

今号の表紙
青と冬 〜防火を決意〜青と冬 〜防火を決意〜

（小浜日吉・人魚の浜東駐車場）

　１月５日、冬晴れの空の下、消防
出初式が行われました。家族連れな
ど多くの人が見守る中、ポンプ車な
どから一斉放水。若狭消防署員や小
浜消防団員は、防火と防災への誓い
を新たにしていました。

●�ホームページを
ご覧ください

　採決結果や次回定
例会の日程、本会議
の動画配信（本会議
終了後２週間程度で
視聴できます）など、
さまざまな情報を発
信しています。

●●●●●寄附行為の禁止寄附行為の禁止●●●●●
　議員が選挙区内の人や団体に寄附をすることは、公職選挙法で禁止されて
います。
　禁止されている例として、以下のようなものがあります。

○町内会・自治会の集会や旅行など催し物への差し入れ
○祭りへの寄附や差し入れ
○地域の行事や運動会への差し入れ
○病気見舞い
○落成式や開店祝いの花輪、葬式の花輪、供花
○本人以外が代理で出席する場合の結婚祝いや葬式の香典
○出産・入学・卒業・就職等の祝い金や祝い物
○お中元やお歳暮
○年賀状・暑中見舞いなどのあいさつ状（答礼のための自筆を除く）

　政治家に寄附をするよう勧めることや求めることも禁じられていますの
で、皆さまのご理解をお願いいたします。

議会を傍聴しませんか？ ～３月定例会の予定～
　以下の会議は傍聴することができます。
　傍聴される際には、議場・会議室に入室される前に、必ず、市役所５階の議会事務局で受付をお願い
します。会議の途中でも入退室できますので、ご都合のよい時間に、ぜひお越しください。

２月 18日（火）　�本会議・予算決算常任委員会�
（令和６年度３月補正予算）

	 20 日（木）　本会議・予算決算常任委員会
	 25 日（火）　�総務民生常任委員会・分科会調査�

（令和７年度当初予算ほか）
	 26 日（水）　　　　〃

２月 27日（木）　�産業教育常任委員会・分科会調査�
（令和７年度当初予算ほか）

	 28 日（木）　　　　〃
３月 17日（月）　本会議（一般質問）
	 18 日（火）　　　　〃
	 19 日（水）　予算決算常任委員会
	 24 日（月）　本会議
※状況に応じて、変更が生じる場合があります
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《
実
施
日
》　
令
和
６
年
11
月�

13
日（
水
） 

14
日（
木
）

《
視
察
先
》　�

鳥
取
県
鳥
取
市�

 

兵
庫
県
朝あ

さ

来ご

市

【
鳥
取
県
鳥
取
市
】

鳥
取
市
で
は
、
バ
ス
路
線
の
減
便
・
廃

止
等
に
よ
り
交
通
空
白
地
と
な
っ
た
地
域

で
、
今
年
度
か
ら
自
家
用
有
償
旅
客
運
送

を
開
始
し
ま
し
た
。
住
民
が
主
体
に
な
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て「
共
助
交
通
」

と
呼
び
、
７
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
等
が
運
行
主
体
と
な
っ
て
い
ま

す
。共

助
交
通
の
検
討
で
は
、
地
域
で
の
協

議
や
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

本
格
運
行
に
向
け
て
市
は
運
輸
局
へ
の
申

請
な
ど
の
支
援
や
助
言
を
し
、
運
行
開
始

後
も
継
続
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

運
行
主
体
か
ら
、
運
行
管
理
の
負
担
が

大
き
い
な
ど
と
不
安
の
声
が
上
が
っ
た
こ

と
か
ら
、
日
野
自
動
車
株
式
会
社
に
運
行

管
理
業
務
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

鳥
取
市
の
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
は
地

域
住
民
の
自
主
的
な
運
行
に
対
し
て
市
が

支
援
す
る
点
が
特
徴
的
で
あ
り
、
住
民
意

識
の
高
ま
り
も
望
ま
れ
る
と
感
じ
ま
し

た
。【

兵
庫
県
朝
来
市
】

朝
来
市
で
は
、
市
長
の
強
い
意
向
で
、

令
和
６
年
４
月
か
ら
市
が
運
行
主
体
と
な

り
、
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
を
開
始
し
ま

し
た
。

令
和
４
年
に
Ｊ
Ｒ
ロ
ー
カ
ル
線
収
支
状

況
が
公
表
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
危
機

感
を
覚
え
た
市
は
、
デ
マ
ン
ド
交
通
（
予

約
制
乗
合
交
通
）
の
試
験
運
行
を
実
施
し

ま
し
た
。

令
和
５
年
に
は
、「
幹
線
を
充
実
、
枝

線
は
デ
マ
ン
ド
に
」
と
い
う
方
向
性
が
固

ま
り
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
一
部
地
域
で

デ
マ
ン
ド
交
通
の
試
験
運
行
を
開
始
し
、

10
月
か
ら
は
本
格
運
行
し
て
い
ま
す
。
別

の
地
域
で
も
、
路
線
バ
ス
を
再
編
し
た
上

で
試
験
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

市
は
、
運
行
管
理
を
タ
ク
シ
ー
会
社
に

委
託
し
て
い
ま
す
が
、
交
渉
は
順
調
に
進

ん
だ
わ
け
で
は
な
く
、
繰
り
返
し
丁
寧
に

説
明
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

予
約
は
電
話
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
受
け
付
け
、
Ａ
Ｉ
が
指
示
し
た
ル
ー
ト

に
従
っ
て
運
行
し
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
制
度
を
導
入
す
る
場
合

に
も
、
参
考
に
す
べ
き
内
容
が
数
多
く
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

自
家
用
有
償
旅
客
運
送
と
は
…

　
既
存
の
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
に
よ
る
交

通
手
段
が
確
保
で
き
な
い
地
域
で
、地

域
住
民
等
の
利
便
性
を
確
保
す
る
た

め
、必
要
な
措
置
を
し
た
上
で
自
家
用

車（
白
ナ
ン
バ
ー
）を
用
い
、市
町
村
等

が
運
賃
を
受
け
取
っ
て
輸
送
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
制
度

電話予約を受け付ける予約センターを見学

担当者の説明に熱心に耳を傾ける委員

地域公共交通の課題解決に向けて地域公共交通の課題解決に向けて
先先進地視察を実施進地視察を実施

（総務民生常任委員会の所管事務調査）

お
ば

ま市
議

会
だ

よ
り
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　本委員会では、地域公共交通の今後についての調査研究に取り組んでいます。
中でも、地域の足の確保が急務であることから、先進地の事例を学ぶため視察を行いました。

今後もさらなる調査・研究を続け、執行機関への提言等につなげます
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